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2018 Report on the Center for Distance Learning of Japanese and 
Japanese Issues
 ITO Hideaki, ONO Masaki
【Abstract】This report presents the activities and projects carried out at the Center 
of Distance Learning of Japanese and Japanese Issues stretching from the 2nd half 
of the ﬁscal year 2017 to the 1st half of the ﬁscal year 2018. First, we address our 
achievements in content development. Besides the ongoing content development 
project running since the 1st half of the ﬁscal year 2017, we also report on a newly 
developed software application. Next, we cover ﬁve lectures that were organized to 
share the varied practices in Japanese Language Education with a wide audience. 
Finally, we outline how by promoting our projects at international level events 
abroad, we strive to launch an international network. 
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2017 年 10 月から 2018 年 10 月までの事業について報告する。
２．コンテンツ開発
日本語拠点ではこれまで様々なコンテンツやツールの開発を行ってきたが、それらの




２. １　Basic Kanji Plus（iOS 版）
Basic Kanji Plus は筑波大学の留学生センタ （ー当時）の実践から開発された『BASIC 
KANJI BOOK』Vol.1、Vol.2、『INTERMEDIATE KANJI BOOK』Vol.1、Vol.2 を 漢
字学習アプリとしたものである。Android 版の制作は 2016 年から行っており、すでに
伊藤・今井（2018）でも 2017 年 6 月に一般公開をしたことを報告している。その後も
順調に利用者は増えており、2018年9月末現在で総インストール数は約2,050インストー
ルとなっている。そして、2017 年の Android 版公
開時より要望のあった iOS 版の制作を Android 版
の公開に引き続き行い、Basic Kanji Plus iOS 版を
2018 年 2 月に一般公開した。2018 年 9 月末現在、






2017 年度は AI 技術を利用した日本語教育システムの基礎研究として、AI Teacher の
開発を行った。AI Teacher は「初級レベルの会話に限定し、日本語学習者の発話の正誤
を判断し、それに対しての正しいフィードバックを行うシステム」（伊藤・今井 , 2018, 
p.144）を目指したものである。AI Teacher の作成では、日本語の正用、誤用、それを


























まずは 2018 年度末までに Android 版を公開予定であるが、公開後の声を聞きながら
iOS 版の開発なども検討していきたいと考えている。
３．講演会
2017 年度後半から 2018 年度前半にかけては様々な日本語教育上の知見を多くの方に
共有できるよう、以下に記すように積極的に講演会を行った。
３. １　講演会「人工知能と言語研究」























と日本語教師 63 名の 81 名の参加があり、参加者からの感想では「学生への模擬授業を
見せていただいたことで実際の授業に活かせる」「今日の講義を聞いて、このようなやり





日本語教育に役立つ Web コンテンツを開発している Kim Ahlström 氏と中川健司氏の
２名による、Web を利用した語彙学習についての講演会を行った。








































４. １　Venezia ICJLE2018 日本語教育国際研究大会




点の AI Teacher の開発に関しても触れたが、AI についての聴衆の関心は高く、これか







４. ２　INTERNATIONAL SYMPOSIUM "TSUKUBA DAY IN PULA"
2018 年９月 17 日にクロアチア・プーラで開催された INTERNATIONAL SYMPO-
SIUM "TSUKUBA DAY IN PULA"6 に際して、日本語拠点で運用している TTBJ およ


























2. Lang-8 のコーパスについては、http://cl.naist.jp/nldata/lang-8/ を参照。
3. jisho.org については、https://jisho.org/ を参照。
4. 介護のことばサーチについては、http://kaigo-kotoba.com/ を参照。かいごのご！
については、http://kaigonogo.com/ を参照。
5. 州によって法律は異なるが、就学先の決定に関して保護者の選択権が認められて
いたり、特別支援学校より通常の学校を優先することなどの法律が施行されてい
る。
6. 本イベントは筑波大学とプーラ大学の部局間協定の締結を記念して行われた。
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